
日 時

令和７年１０月２４日(金)

１０：０0～1６：３０
（9：４０～受付開始）

宮城県発達障害者支援センター運営事業令和７年度

アセスメント技術を高める
研修会 ～応用編～

３０名程度

定 員

みやぎハートフルセンター
２ F 大会議室

会 場

大正大学名誉教授。
東海大学医学部を卒業後、東海大学医学部精神科学教
室、神奈川県立精神医療センター芹香病院、山梨県立
精神保健福祉センター所長、山梨県都留児童相談所所
長、東京都小児総合医療センター児童・思春期精神科
部長、大正大学心理社会学部教授を歴任。
精神科専門医、子どものこころ専門医、日本思春期青年
期精神医学会副会長。

近藤 直司 氏

＜ 講 師 ＞

・宮城県内において、発達障害児者の支援に携わる方
・ご自身が関わったことのある事例（発達障害児者）を取り上げて事前課題に
取り組み、研修会当日にケースをレポートできる方

対象者

この研修では、「日常業務における
ケースレポートの方法」を重視し、講
義に加えて、自分がケースをレポー
トする、他の人のレポートを聴くとい
うグループワークによって構成します。
また、各機関・職種の役割を明確に
できるようなネットワーク型のケース
検討会議を成功させる技術につい
ても取り上げます。

概 要

宮城県発達障害者支援センター「えくぼ」
TEL 022-376-5306   FAX 022-379-5010  
e-mail m-ekubo@abelia.ocn.ne.jp 

お問い合わせ

【この研修の参考図書】
「アセスメント技術を高めるハンドブック第３版」

（近藤 直司 著）明石書店 2022年

大正大学 名誉教授



申込み締切り：令和７年９月１８日（月） 正午

※１ この申込書でお預かりした個人情報は、研修会の運営でのみ使用いたします。

※２ 申込いただいたあと、申込確認メールを送付します。
受講決定通知は、９月２６日（金）までにメールにてお知らせするとともに、事前課題を
添付いたします。
受講決定通知の受信を以て受講決定となりますので、ご留意ください。

令和７年度 宮城県発達障害者支援センター運営事業

アセスメント技術を高める研修会～応用編～
受講申込書

申込日：令和７年 月 日

宮城県発達障害者支援センター「えくぼ」行き

e-mail：m-ekubo@abelia.ocn.ne.jp

※本用紙をPDFに変換しメールに添付するか、下記内容に沿ってメールにてお申込みください。

電話番号： 所在地：

事業所（機関）名：

市・町・村

ふりがな
氏 名

職名又は
職種

発達障害支援
経験年数

基礎編①・②の
受講状況

（○をつけてください）

近藤式
アセスメント表の
使用経験

（〇をつけてください）

１

受講予定

受講済み

受講しない

未定

あり

なし

２

受講予定

受講済み

受講しない

未定

あり

なし

※１事業所２名までとさせていただきます。

メールアドレス：
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